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摂食障害の病態を理解する上で有用な発見
－男女で異なる、不快な身体イメージ言葉に対する脳の反

応性－

広島大学大学院医歯薬学総合研究科の山脇成人教授らの研究グル

ープは、身体イ メージに関連した不快な単語に対する脳の反応が、男女

で異なることを明らかに しました。女性は「太る」「脂肪」といった身体イメ

ージに関連した不快な単語 を聞くと、恐怖に反応する脳の領域が活性化

するのに対し、男性は同じ言葉を聞 いても、感情を抑制する領域が活性

化していました。

この研究成果は、女性がダイエットにこだわる理由、拒食症や過食症

などの摂食 障害の発症メカニズムなどを理解する上で有用な発見であ

り、今後、若い女性に 急増している摂食障害の治療や予防法の開発、科

学的根拠に基づいた適切なダイ エットのあり方、脳機能の男女差の解明

などに結びつくと期待されます。

今回、山脇成人教授、岡本泰昌講師（同研究科）、白尾直子医師らの

研究グルー プは、女性はダイエットに熱中することが多く摂食障害患者

が男性の約10倍も多 いことなどから、身体イメージに関連した不快な単

語に対する脳の反応が男女で 異なることを想定し、研究を行いました。

男女各13人に「太る」「ぜい肉」などの不快な身体イメージを引き起こす

言葉を 聞かせ、機能的磁気共鳴画像解析装置（fMRI）という脳の活動を

見る装置で調べ ました。その結果、女性では恐怖などの感情に関連する

扁桃体が活性化したのに 対し、男性の場合、扁桃体は活性化せず、む

しろ感情のコントロールを担う左内 側前頭前野が活性化していました（別

紙参照）

また、摂食障害の程度を調べる心理テストも行い、摂食障害（拒食症・

過食症） に近いという結果がでた女性では、左内側前頭前野の活動が

低下していました。

この研究成果は、英国精神医学雑誌に掲載され、英国BBC放送をはじ

め世界各国 で報道されて注目を浴びています。
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身体イメージに関連した不快な単語刺激を用いている最中の脳活動を測定する

と， 男性では不快な感情を抑制する左内側前頭前頭において活動上昇が認めら

れ，他 方，女性では恐怖など不快な感情に反応する扁桃体において活動上昇が認

められ ました。
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